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コミュニケーション行為理論の論理構造
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142 長野大学紀要 第15巻第1号 1993
--バマースによるこうした理論修正は､コミュ
ニケーション行為の基本的特徴をみさだめようとす
る本稿の論旨を揺るがすものではないoただし､命
令という限定された事例においてではあるが､コミ
ュニケーション行為と戦略的行為とを哉然と区別で
きないケースを-ーバマースじしんが認めたという
-142-
点において､重大だというべきかもしれない｡コミ
ュニケーション行為理論の枠内で､権力現象や規範
的正当性の問題をはたして十全に扱いうるだろうか
という論点へとつながってくる可能性をはらんでい
るからである｡こうした点については､機会をあら
ためて検討を深めることとしたい｡
